
令
和
４
年
１
月
か
ら

鹿
角
市
景
観
計
画
に
基
づ
く
届
出
制
度
が
始
ま
り
ま
す

将
来
の
景
観
像
の
実
現
に

向
け
た
基
本
方
針

ふ
る
さ
と
鹿
角
の
美
し
い
景
観
を
守
る

　

鹿
角
ら
し
い
景
観
を
形
成
す
る
、
豊
か
な

自
然
・
歴
史
・
風
土
・
行
事
な
ど
の
景
観
資

源
に
親
し
み
、
保
全
し
、
継
承
し
て
い
く
た

め
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

快
適
で
魅
力
あ
る
景
観
を
創
る

　

現
状
や
地
域
特
性
に
応
じ
て
、
快
適
性
や

安
全
性
に
配
慮
し
た
魅
力
あ
る
景
観
を
創
出

し
て
い
き
ま
す
。

景
観
形
成
の
意
識
を
育
て
る

　

市
民
や
事
業
者
、
行
政
が
と
も
に
優
れ
た

景
観
を
保
全
・
創
出
す
る
、
「
共
動
の
景
観

づ
く
り
」
の
取
り
組
み
意
識
を
育
み
、
普
及

し
て
い
き
ま
す
。

良
好
な
景
観
づ
く
り
の

主
な
取
り
組
み

「
届
出
制
度
」
に
よ
り
市
内
全

域
の
景
観
を
規
制
・
誘
導

　

周
辺
の
景
観
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
大
規
模
建
築
物
な
ど

を
対
象
に
、
緩
や
か
な
規
制
誘

導
を
行
い
ま
す
。
一
定
規
模
以

上
の
建
築
物
や
工
作
物
の
建
設

な
ど
を
行
う
場
合
は
、
事
前
に

市
へ
の
届
け
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

重
点
地
域
の
設
定

　

大
湯
環
状
列
石
周
辺
を
重
点

地
域
と
し
て
設
定
し
、
景
観
形

成
の
取
り
組
み
を
重
点
的
に
進

め
ま
す
。

景
観
ま
ち
づ
く
り
の
意
識
啓
発

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的

に
景
観
を
意
識
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
参
加
い
た
だ
く
た
め
、
景

観
形
成
の
取
り
組
み
の
必
要
性

に
つ
い
て
情
報
発
信
を
行
う
と

と
も
に
、
景
観
に
つ
い
て
興
味

を
持
ち
知
識
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
学
習
機
会
な
ど
の

創
出
な
ど
に
努
め
ま
す
。

景
観
計
画
区
域
内
行
為
届
出
制
度

　

景
観
計
画
区
域
内
に
一
定
規
模
以

上
の
建
築
物
の
建
築
や
工
作
物
の
建

設
、
開
発
行
為
な
ど
に
着
手
す
る
場

合
は
、
あ
ら
か
じ
め
景
観
法
に
基
づ

く
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

市
が
届
け
出
を
受
理
し
た
日
か
ら

30
日
経
過
し
た
後
で
な
け
れ
ば
建
築

な
ど
の
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
届
出
内
容
が
景
観
計
画

に
定
め
る
「
景
観
形
成
基
準
」
に
適

合
せ
ず
周
辺
の
景
観
に
著
し
い
支
障

を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、

設
計
の
変
更
な
ど
の
必
要
な
措
置
を

と
る
よ
う
「
勧
告
」
を
行
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

届
出
制
度
の
対
象
区
域

　

景
観
計
画
区
域
内
行
為
の
届
出
制

度
は
市
内
全
域
が
対
象
で
す
。

　

「
一
般
地
域
」
と
「
大
湯
環
状
列

石
重
点
地
域
」
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
ご
と
に
届
出
対
象
と
な
る

規
模
や
景
観
形
成
基
準
を
設
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
大
湯
環
状
列
石
を
中

心
に
、
西
側
を
望
む
眺
望
エ
リ
ア
を

眺
望
ゾ
ー
ン
に
設
定
し
、
眺
望
に
配

慮
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
届

出
対
象
規
模
以
下
で
あ
っ
て
も
、
周

辺
の
景
観
か
ら
突
出
し
た
印
象
を
与

え
な
い
位
置
お
よ
び
規
模
と
す
る
よ

う
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

地域・区分名 対象

大湯環状列石重点地域
大湯環状列石を適切に保護するために設定され

たバッファゾーン（緩衝地帯）の区域内

一般地域 重点地域以外の地域

街なか景観地区 都市計画区域内の用途地域が指定された区域

自然景観地区
都市計画区域外および都市計画区域内の用途地

域が指定されていない区域

重点地域からの眺望ゾーン
大湯環状列石を中心に夏至の日没方向を望む

エリア

行為
対象

一般地域 大湯環状列石重点地域

建築物

新築・増築・改築・

移転など

高さ 13m 超または

延べ面積 1,000㎡超
延べ面積 10㎡超

工作物

さく・塀・壁など 高さ 3m 超 高さ 1.5m 超

煙突・排気塔・高架

水槽・冷却塔・物見

塔など

高さ 13m 超 高さ 5m 超

電波塔などの柱類 高さ 30m 超 高さ 5m 超

自家用以外の太陽光

発電設備
パネル面積 10㎡超 全ての規模

◆届け出が必要となる行為とその規模の例◆大湯環状列石重点地域区域図

重点地域（緩衝地帯）

上記以外の開発行為や物件の堆積などに係る規模については、鹿

角市景観計画をご確認ください。

問 都市整備課 計画管理班

　 ☎ 30-0261

大湯ストーンサークル館

県道 66号線

　

鹿
角
の
良
好
な
景
観
を
守

　

鹿
角
の
良
好
な
景
観
を
守

り
育
て
て
い
く
た
め
、

り
育
て
て
い
く
た
め
、
※※

景景

観
行
政
団
体
に
移
行
す
る
と

観
行
政
団
体
に
移
行
す
る
と

と
も
に
、
「
鹿
角
市
景
観
計

と
も
に
、
「
鹿
角
市
景
観
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

※
景
観
法
に
基
づ
き
、
良
好

※
景
観
法
に
基
づ
き
、
良
好

な
景
観
の
保
全
や
形
成
な
ど

な
景
観
の
保
全
や
形
成
な
ど

を
図
る
行
政
団
体

を
図
る
行
政
団
体

景
観
計
画
と
は

景
観
計
画
と
は

　

景
観
計
画
と
は
、
景
観
法

　

景
観
計
画
と
は
、
景
観
法

に
基
づ
き
景
観
行
政
団
体
が

に
基
づ
き
景
観
行
政
団
体
が

定
め
る
良
好
な
景
観
の
形
成

定
め
る
良
好
な
景
観
の
形
成

に
関
す
る
計
画
で
す
。

に
関
す
る
計
画
で
す
。

　

鹿
角
市
景
観
計
画
で
は
、

　

鹿
角
市
景
観
計
画
で
は
、

本
市
の
目
指
す
べ
き
景
観
の

本
市
の
目
指
す
べ
き
景
観
の

あ
り
方
を
示
す
と
と
も
に
、

あ
り
方
を
示
す
と
と
も
に
、

良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す

良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す

る
目
標
や
基
本
方
針
な
ど
を

る
目
標
や
基
本
方
針
な
ど
を

定
め
ま
し
た
。

定
め
ま
し
た
。

『 縄文から続く歴史と文化が息づく

美しいふるさと 鹿角 』

- 目指すべき将来の景観像 -

　本市はこれまで十和田八幡平をはじめとした豊かな自然の恵みのもと、先人の知

恵とたゆまぬ努力により、歴史と文化を紡いできました。

　多くの先人たちの手によって作り上げられてきた「ふるさと鹿角」の美しい景観

を守り、さらに魅力ある景観へと育てあげていくことを景観計画の目標に掲げてい

ます。
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